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神の摂理と人間の自由
17 世紀のプロテスタント正統主義・スコラ主義は思弁
的で無味乾燥と評されることが多い。しかしほんとうに
そうなのか。
本書は、代表的神学者でありジュネーヴで活動したトレ
ティーニ（François Turrettini 1623--87）をとりあげ、
宗教改革の偉大な発見を後代に継承する重要な結節

点として彼を位置づけると共に、生涯を概観し、その神学思想の中でも特に
神論に焦点を当てて再評価を試みる。
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